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　（財）地球環境産業技術研究機構（以下「RITE」）は、
CO2 の地中貯留技術の一つとして、火力発電所等
で大量に発生する CO2 を地熱岩体に注入し、岩石
と地中で反応させて、CO2 を炭酸塩鉱物等として
安定的に地下貯留する手法（ジオリアクター）を
考案し、2007 年 11 月に報告した１）。
　従来から、CO2 を地下に圧入貯留する技術は、
二酸化炭素地中貯留技術（CCS）として知られて
おり、CO2 排出抑制を実現する現実的な技術オプ
ションとして位置付けられている２）。地下貯留サ
イトとして廃油田やガス田を容易に活用できる欧
米諸国を中心に、すでに中長期の安全性評価を含
む実証試験が進展中で、実用化目前の段階まで進
んでいる３）。
　一方、廃油田などの乏しい日本国内では、地下
貯留サイトとして主として帯水層と呼ばれる地下
1000 ～ 3000m の地質構造が検討されている。
　しかし、帯水層の温度は、通常 40℃前後と低い
ため、地下に高圧で注入された CO2 は、周囲の岩
石とはほとんど反応せずに、気体状態で長期にわ
たり存在し続ける可能性がある。このため、高圧
の CO2 を地下貯留する際に、長期安全性を確証す
る上で検討課題が多く残されている。
　RITE が考案したジオリアクターという方法で
は、地熱エネルギーを利用し、CO2 と岩石中のカ
ルシウム成分などとの化学反応を促進し、CO2 を
固体の炭酸塩鉱物として沈殿生成させることで固
定化する。この方法は、岩石亀裂中に炭酸塩が沈
殿する際に、セルフシーリングによって地層中で
のCO2 貯蔵の密封性を上げる効果がある。したがっ
て、従来よりも安全性の高い地下貯留システムで
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　2007 年11月、（財）地球環境産業技術研究機構は、CO2 の地中貯留技術の一つとして考案したジオリアクター
という方法の実証実験について報告をした。ジオリアクター では、地熱エネルギーを利用し、CO2 を岩石中の
カルシウムと反応させ、安定した炭酸塩鉱物等として地中に貯留する。今回、（財）電力中央研究所の秋田県雄
勝実験場において、地下1000m の地熱岩体にCO2 を溶かした河川水を注入する原位置試験を実施した。地
中原位置での CO2 固定試験は世界でも初めてであり、特に地熱エネルギーが豊富な我が国にとっては、安全
な CO2 貯留技術として期待される。
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あると期待されている。
　今回 RITE は、（財）電力中央研究所の雄勝実験場
（秋田県）において、地下 1000m の地熱岩体に実
際に CO2 を溶かした河川水を注入する原位置試験
を実施した。また、室内試験によって、炭酸塩（方
解石）が沈殿する際の、各種の反応パラメータ（反
応速度、温度・圧力条件）を調査している。今後、
さらに、シミュレーション解析などの実用性評価
を行った後に実プラント設計を開始し、2009 年度
以降に、CO2 処理量 1 万 t-CO2/ 年規模のミニプ
ラントを建設し、実証試験を実施する。また、本
手法が適用可能な地熱地域の分布状況についても
調査を行う計画である。
　地熱を利用した同様の貯留法の検討は、アイス
ランドでも室内試験が行われているが、原位置で
の固定試験を行った報告例は今回が初めてである。
　本手法は地熱エネルギーの豊富な我が国にとっ
て、安全な CO2 排出削減技術として有望である。
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